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Eine Betrachtung uber Schutzengeschwindigkeit und ihren Widerstand 
Satoo KIMURA， Kδji HIRABA YASHI， Keichi MASUNAGA. 
Wenn bei Schusseintragung den Schiitzen iiberfliissige kinetische Energie gegeben 
wird， so werden nicht nur dem Schiitzentreiber， Schlagarm， Schlagnase bzw. der-
gleichen Schusseintragungseinrichtung Briiche hervorgerufen， sondern auch auf die 
Schussabwicklung grosse Einf1isse ausgeiibt. 
Die durch die Schussabwicklung verursachte Zugschwankung ist massgebend 
fir Webleistung und Gewebeaussehen. Insbesondere bei chemischen Fasern， von 
Gesichtspunkt der Verhiitung des Schussstreifens bzw. Schussbruches betrachtet， kommt 
ausschlaggebende Bedeutung der Schiitzengeschwindigkeit zu‘ 
Es handelt sich bei dieser Untersuchung um eine elektrische Ermittlung der Schiit-
zenbewegungszustande， die in den Schiitzenkasten und Webfachern des Matsuyama-
Kunstseiden-Webstuhles eintraten. 
緒 言
緯入運動に於て好に必要以上白運動エネノレギーを与えることは，ピツカーp ステッキ，ノーズ
其の他緯入運動装置に少なからぬ破損を来すばかりでなく，緯管の解好に大きい影響を与えること
になる。
とθ粋管の解告?に依って生宇、る眼力の変動は製織能率と織物の風合を左右する。
特に化学繊維に於ける綜引け或いは緯釦れの防止の見地から梓D速度が重要な問題となる。本
研究は松山式絹人絹織機 (140r.P. m)についτ，持薗内と1守口に於ける梓の運動状態が如何に変
イとするかを電気的方法によって実験を行った。
2 . 測定方法と装置
金重量 185g，全長 33.5cmの梓に先端より 4cm入った上面部分へ長さ 3cm([)接点を設け，
涜の中央にプラシFを取付け，それより 51cm宛離れた両側にプラシE，Gを取付ける。
EとGは梓が1守口に突入しようとする最初の点に相当する D
取付け方法はファイパーに小孔を二個宥‘ちプラシをと差込み，持の接点に接する様に取付け，演
の裏面に於τ結綿する。
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プラシEとGから左右両梓函の方
へ 16cm宛入った所へフーラシ DとHを
設け，更に此の点より lOcm宛等間隔
にプラシ A，B， Cとr. J， Kを取
付ける口
以上の様に装置された経糸の張ら
ない織機に梓を飛走させるo
乙の時ブラシに朽の接点が接触し
て電流が通じ，電磁オシログラフに変
化が見られる様になっているo
他方ポットムシャフトには一回転
毎に電磁オシログラフに変化が現れる
様に装置されている。
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等間隔に装置された二本のプラシ
が接点によって短絡され，電磁オシロ
グラフに変動を生じ写真の様になるD
第 2 図 議にプラシAよりKまでの接
触を一枚のグラフに撮る事は非常
に復雑にな り明|僚を欠くので左門
函，右朽函と仔口を飛走する場合
の三部分に分けて測定したもの
で， No.lは左側梓函内， No. 2 
は右側梓函内， No.3は梓口の部
分に於けるものであるD
第二図に於て aはポットムシ
ャフト一回転毎に変動が生じて語
り， bはプラシ B，D (H， J) 
の位置， cはA，C (1， K)の
位置に於ける夫々の変動を示して
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NO.ラ tはタイミング〈一目盛丁÷
秒〉が入っている。 す
No.l， No.2に於いて Cが一段上って梢々長い変動が生じたのは符函内に梓が静止している時
聞を表わしている。
これから各接点聞の飛走時間〈秒)，平均速度〈米/秒)，と梓の静止時間(秒〉を算出し，第一，
a 
第二，第三表に分けて示す。
蕊にタイミングの読みは正確を期するため，遊動顕微鏡を用いて測定した。
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第一表 左側梓函内
測定位置lタイミング数l飛走時閉山|全速度(M/S
1. 59 0.01325 7.5471 
2 1.64 0.01367 7.3152 
3 2.33 0.01942 5.1493 
4 28.11 0.2O 3425 ー
5 2.08 0.01733 5. 7703 
6 1.47 0.01225 8. 1632 
7 1.36 0.01133 8.8262 
1.57 0.01308 7.6452 
2 1. 59 0.02 1325 7.5471 
3 2.41 0.02001 4.9975 
4 28.37 0.23640 
5 5.5555 
6 1. 47 0.01225 8.1632 
7 1.36 0.01133 8.8262 
ー
?
，??
?
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首!倒立置いイミンク敬l飛走時間∞|全速度CM/S)
1.31 
1.37 I 
2.43 
28.10 
2.01 
1.46 
1.29 
5.9701 
8.2236 
9.3023 
?
? ?
???
?
??
9.1575 
8. 7565 
4.9382 
1.44 
1.56 
2.37 
28.11 
1.83 
1.45 
1.24 
8.3333 
7.6923 
5.0632 
6.5573 
8.2781 
9.6805 
市測定位置 1，2， 3， 4， 5， 6， 7は下図の様である。
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第二表 右側特函内
測定位置いィミシグ数l飛走時聞くS)I全速度CM/S)
1. 57 0.01308 7.6452 
2 1. 83 0.01528 6.5573 
2.95 0.02468 4.0683 
4 25.95 0.21625 
5 1. 70 0.01418 7.0521 
1. 71 0.01425 7.0171 
7 1. 29 0.01073 9.3196 
1. 87 0.01551 6.4474 
2 1. 91 0.01592 6.2814 
3 3.26 3 0.02716 3.6818 
4 25.8 0.21525 
5 1. 83 0.01525 6.5573 
6 1.44 0.01200 8.3333 
7 1.33 0.01108 9.0252 
1 : H-1間
3 : J "'"'K間
5 : K...J!閣
7: I-H間
2: 1'" J間
4 :静止時間
6 : J -1間
測定位置|タイミ Yグ数|飛走時聞くS)I全速度倒的
1 日 0・11317W30
2 1.i'3 I 0.01442 I 6.9348 
3 3.02 I O. 02516 I 3. 9745 
4 25. 94 I O. 21660 I 
51.730.0145 426.9348 
6 1.62 I 0.01350 I 7.4074 
7 1.38 I 0.01150 I 8.6956 
2 
1. 35 8.8888 
1. 41 0.01175 8.5106 
3 2.83 1 0.02342 4.2698 
4 25.7 0.21440 ー
5 1. 79 0.01492 6. 7024 
6 1. 41 0.01175 8.5106 
7 1.26 0.01050 9.5238 
情乙の場合の測定位置 1，2， 3， 4， 5， 6， 7は下図の様である。
D 梓 C B A函
べ|→1-1→2-11→3-11一「
←一 7 ←-6 ←-5 ←~ '4 
l:D-C間
3:B.......A間
5: A....B間
7: C-D間
2:C........B間
4 :静止時間
6:B"""'C間
第一，第二表中梓は→1→2→3→4で梓函内に入T.→5→6→70;1慣に打出される。
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8.2406 
8.3157 
8.4536 
8.0000 
9.4563 
9.2307 
8.8434 
8.5198 
分
iJ{ij定位置|タイミング数l?医走時間∞!圭速度(M/S)
2.27 0.01892 8 .4580 2 7.24 0.06033 .4535 
3 7.40 0.06167 8.2698 
4 2.36 0.01966 
3 
8.1354 
5 2.14 0.0178 8.9721 
6 7.44 凶器| 8.2256 7 7.61 0.06 8.0416 
8 2.39 0.01992 8.0322 
2.23 3 0.01558 8.6100 
2 7.33 0.06108 8.3492 
3 7.67 0.06392 7.9787 
4 2.054 5 0.02125 7.5294 5 0.01700 9.4117 
6 6.96 0.05800 8.7931 
7 6.93 0.05775 8.8311 
8 2.19 0.01825 8. 7671 
部口梓第三表
備との場合の測定位置 1，2，…… 8は下図θ如しo
4:E.，D間
8:G""'H間
3:F--E間
7:F"""G間
2:G-F間
6:E-F間
1: H-G間
5:D"'E間
と第五図〈符第四図(右側梓函内)，上記の梓の速度を図示すると，第三図〈左側符函内)，
口部分)，。様になる。
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4 . 考 察
本実験では梓の片側に接点が取付けられているために， 自ら速度斑を生宇るもりと思考され
る。
向ピツカーがパップアむ作用により常に完全には定位置まで戻らえEい。
先や，梓口に於ける速度D変化を見ると，実験値の入速度 9.1M/Sに対して減速度 6.3M/S:I
2(Vt -5〉一とたるが，理論式/- tz Lよると 7.6MjS:Iとなる D
葱に f::減速度 MjS2，V :入速度 M/S，s:測定距離 m，t 同時間 S，
更に梓函内の符D運動を観察すると，梓函内から梓の投出速度の変化の状態は調和運動に近
い。向梓の投入速度から静止迄D状態もやはり調和運動に近く，従って梓にとの様な減速度が作用
する様にスエJレを調整すれば理想的と思われる。
